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1．計画策定の意義 

 

 現在の大量生産・大量消費型の経済社会活動は、生活様式の多様化や利便性の向上を

もたらす一方で、大量廃棄型社会として地球環境への負荷を増大させてきました。その

結果、自然破壊・地球温暖化・天然資源の枯渇など、地球的規模での環境問題を生じさ

せています。 

私たちには、かけがえのない地球環境を守り、未来の子ども達へと引き継ぐ義務があ

ります。 

私たち 1人 1人がそのことを自覚し、地球環境への負荷を低減するために、ものを大

切にする文化を育み、循環型社会の形成に向けて、取り組みを進めなければなりません。 

 本市では、昭和 50 年 8月から一部地域で「古紙回収事業」を開始し、平成 14年 1月

より古紙のリサイクルを全市域的な取り組みへと拡充するために、自治会等の集団回収

団体への支援制度を整備しました。さらに、平成 16年 4月からは古紙類は可燃ごみと

して収集せずに、集団回収を基本とした「古紙回収事業」の全市域拡大によって、完全

分別を実施しました。 

また、昭和 61年 8月に「缶・びんリサイクル事業」を、平成 3年 11月に「紙パック

リサイクル事業」を一部地域で試行し、平成 9年 4月に容器包装に係る分別収集及び再

商品化の促進等に関する法律（以下「容器包装リサイクル法」という。）の本格施行に

あわせて、「ペットボトル」を加えた「缶・びん・紙パック・ペットボトル」の分別収

集を全市域で開始。平成 13年 4月には「発泡トレー類」についても対象品目に追加し

ました。 

さらに、平成 24年 3月からは「てんぷら油・ペットボトルキャップ・蛍光管」の拠

点回収を開始。同年 10月より「指定ごみ袋制度」を導入。平成 26年１月より拠点回収

の品目に「小型家電」を追加。平成 27年１月からは「発泡トレー類」を含むプラスチッ

ク製容器包装を「プラマーク」の名称で分別収集を実施するなど、ごみの減量化及び再

資源化を進めてきました。 

平成 31年 3月には「宇治市第 3次ごみ処理基本計画」を策定し、「共生の環～未来の

ために循環型社会を目指して～」を基本理念とし、（1）市民、事業者、行政の連携・協

働による３Ｒ（リデュース（発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再生利用））

の推進、（2）効率的かつ安定的なごみ処理システムの構築、（3）ごみの適正処理の推進

の 3つの基本方針に基づき、令和 10年度までに家庭系の可燃ごみ及び不燃ごみの排出

量を平成 29年度と比べ 8％削減すること、リサイクル率を 25%以上に引き上げることを

ごみの減量化目標に掲げて、取り組みを進めています。 

 このような状況下で、本計画は容器包装リサイクル法第 8条に基づき一般廃棄物の中

で大きな比率を占める容器包装廃棄物を全市域で分別収集することにより、地域におけ

る３Ｒを推進して限りある資源を有効に利用することや、最終処分量の削減を図る目的

で、市民、事業者、行政がそれぞれの役割を分担し、具体的な推進方策を明らかにする

とともに、関係者が連携・協働して取り組むべき方針を示したものであります。 

 本計画の推進によって、限りある資源の有効利用を図り、一般廃棄物を減量し最終処

分場の延命化を行なうとともに、循環型社会の形成の実現を目指します。 
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2．基本的方向 

 

 本計画を実施するにあたっての基本的方向を以下に示します。 

 

① ごみの発生抑制・再使用・再生利用を推進し、循環型社会の形成を目指します。 

 

② 本市を含めた近隣 3市 3町で構成する城南衛生管理組合（一部事務組合）との共同

歩調により、効率性・経済性・広域性を生かしたリサイクルシステムを構築します。 

 

③ 社会福祉施設との協力体制を維持しながらリサイクルの拡大を図ります。 

 

④ 市民、事業者（再生事業者等も含む。）、行政の連携・協働により３Ｒを推進します。 

 

 

3．計画期間 

 

  本計画は「容器包装リサイクル法」第 8条に規定する市町村分別計画（第１０期）で、

計画期間は令和 5年 4月を始期とする 5年間とし、3年ごとに改定します。 

 

 

4．対象品目 

 

  本計画は、容器包装廃棄物のうち、「スチール製容器」・「アルミ製容器」・「無色のガ

ラス製容器」・「茶色のガラス製容器」・「その他の色のガラス製容器」・「紙製飲料容器」・

「段ボール製容器包装」・「ポリエチレンテレフタレート（PET）製容器」・「その他プラ

スチック製容器包装」を対象とします。 
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5．各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第 8 条第 2項第 1 号） 

   

（単位：トン／年） 

項目 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

容器包装廃棄物 ８，３５１ ８，２６１ ８，１９２ ８，１０７ ８，０４１ 

 

（単位：トン／年） 

上記の種類内訳 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

ス チ ー ル 製 容 器 ２４７ ２４４ ２４２ ２４０ ２３８ 

ア ル ミ 製 容 器 ３９０ ３８５ ３８２ ３７８ ３７５ 

無色のガラス製容器 ６３６ ６３０ ６２４ ６１８ ６１３ 

茶色のガラス製容器 ４９４ ４８９ ４８５ ４７９ ４７６ 

そ の 他 の 色 の 

ガ ラ ス 製 容 器 
１１０ １０９ １０８ １０７ １０６ 

紙 製 飲 料 容 器 １７６ １７４ １７２ １７０ １６９ 

段ボール製容器包装 ２，２５１ ２，２２７ ２，２０９ ２，１８６ ２，１６８ 

その他の紙製容器包装 ８９０ ８８０ ８７３ ８６４ ８５７ 

ポリエチレンテレフタ

レート（PET）製容器 
６７５ ６６８ ６６３ ６５６ ６５０ 

そ の 他 の 

プ ラ ス チ ッ ク 製 

容 器 包 装 

２，４８２ ２，４５５ ２，４３４ ２，４０９ ２，３８９ 
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6．容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項（法第 8 条第 2項

第 2号） 

 

 容器包装廃棄物の排出抑制のため、下記の方策を実施します。なお、実施するにあたっ

ては、市民、事業者、行政がそれぞれの立場から役割を分担し、相互に協力・連携を図

ることが重要です。 

 

 役  割 

市 

民 

⚫ ごみの抑制（リデュース）の取り組み 

 マイバック、マイボトル等を利用することで、使い捨て容器・製品の消費を減らす。 

 

⚫ 再利用（リユース）の取り組み 

 衣類や家具の交換といった身近なリユースに取り組む。 

 

⚫ 再生（リサイクル）の取り組み 

 ルールに従った、ごみの分別を徹底する。 

 古紙回収に参加して、もえるごみに古紙類を出さないように努める。 

 包装紙の紙、紙製の容器包装、カタログ類等も雑紙として、古紙回収に出す。 

事 

業 
者 

⚫ 環境への配慮 

 生産・販売・廃棄を通して、環境への影響ができる限り少なくなるように努める。 

 

⚫ ごみの抑制（リデュース）の取り組み 

 包装は出来る限り避けるか、簡素なものを勧める。 

 ごみが出にくい製品づくりに努める。 

 

⚫ 再利用（リユース）の取り組み 

 使わなくなったモノを再利用しやすい製品開発や環境作りに努める。 

 

⚫ 再生（リサイクル）の取り組み 

 事業系の生ごみ・あらゆる古紙について、リサイクルに努める。 

 ごみとなっても分別しやすいモノづくりに努める。 

 

⚫ 適正なごみ処理の実施 

 一般廃棄物・産業廃棄物を通して、適正かつ安全な処理を行う。 

行 

政 

⚫ 市民・事業者への広報・支援 

 ３Ｒへの関心や適切な処理方法を普及させるため、情報提供及び支援に努めます。

（市政だより・ごみ収集カレンダー・ホームページ・職員出前講座等） 

 事業系ごみの発生抑制及びリサイクルを促進するため、広報に努めます。 

 

⚫ 適正かつ安定なごみ処理の実施 

 分別収集への協力を呼びかけ、分別精度の向上に努めます。 

 

⚫ 市民サービスの充実 

 ごみの分け方や収集日程等について、新たな情報提供の手法を検討します。 
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7．分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に

係る分別の区分（法第 8条第 2 項第 3号） 

 

 本市において、現在行っているリサイクル事業、また本市を含めた 3市 3町で構成す

る城南衛生管理組合との連携を総合的に勘案して、分別収集をする容器包装廃棄物の種

類を下表左欄のように定めます。 

 また、市民の協力度・リサイクル施設・収集体制・収集機材などを勘案して、収集に

係る分別の区分を下表右欄のように定めます。 

 

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 
収集に係る 

分別の区分 

金 

属 

主 と し て ス チ ー ル 製 容 器 

缶 

主 と し て ア ル ミ 製 容 器 

ガ 

ラ 

ス 

主 と し て 無 色 の ガ ラ ス 製 容 器 

びん 主 と し て 茶 色 の ガ ラ ス 製 容 器 

主 と し て そ の 他 の 色 の ガ ラ ス 製 容 器 

紙 

類 

主 と し て 紙 製 容 器 で あ っ て 飲 料 を 充 て ん す る た め の も の 

（原材料としてアルミニウムが利用されているものを除く。） 
紙パック 

主 と し て 段 ボ ー ル 製 容 器 包 装 段ボール 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

主 と し て ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 製 容 器 

で あ っ て 飲 料 又 は し ょ う ゆ 等 を 充 て ん す る た め の も の 
ペットボトル 

主 と し て プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 包 装 で あ っ て 

上 記 以 外 の も の 
プラマーク 
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8．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包

装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み（法第 8 条第

2 項第 4号） 

 
（単位：トン／年） 

分別基準 

適合物の 

種類 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

スチール製容器 １３５ １３３ １３２ １３１ １３０ 

アルミ製容器 １６２ １６１ １５９ １５８ １５６ 

無色のガラス製 

容 器 

(合計) 

２１７ 

(合計) 

２１４ 

(合計) 

２１２    

(合計) 

２１０ 

(合計) 

２０９ 

（指） 

0 

（独） 

217 

（指） 

0 

（独） 

214 

（指） 

0 

（独） 

212 

（指） 

0 

（独） 

210 

（指） 

0 

（独） 

209 

茶色のガラス製 

容 器 

(合計) 

１８９ 

(合計) 

１８７ 

(合計) 

１８６ 

(合計) 

１８４ 

(合計) 

１８２ 

（指） 

0 

（独） 

189 

（指） 

0 

（独） 

187 

（指） 

0 

（独） 

186 

（指） 

0 

（独） 

184 

（指） 

0 

（独） 

182 

その他の色の 

ガラス製容器 

(合計) 

１０４ 

(合計) 

１０３ 

(合計) 

１０２ 

(合計) 

１０１ 

(合計) 

１００ 

（指） 

104 

（独） 

0 

（指） 

103 

（独） 

0 

（指） 

102 

（独） 

0 

（指） 

101 

（独） 

0 

（指） 

100 

（独） 

0 

紙製飲料容器 １８ １８ １７ １７ １７ 

段 ボ ー ル 製 

容 器 包 装 
１，１６７ １，１５４ １，１４５ １，１３２ １，１２４ 

その他の紙製 

容 器 包 装 

(合計) 

０ 

(合計) 

０ 

(合計) 

０ 

(合計) 

０ 

(合計) 

０ 

（指） 

0 

（独） 

0 

（指） 

0 

（独） 

0 

（指） 

0 

（独） 

0 

（指） 

0 

（独） 

0 

（指） 

0 

（独） 

0 

ポリエチレン 

テレフタレート 

（PET）製容器 

(合計) 

４７０ 

(合計) 

４６５ 

(合計) 

４６１ 

(合計) 

４５６ 

(合計) 

４５３ 

（指） 

0 

（独） 

470 

（指） 

0 

（独） 

465 

（指） 

0 

（独） 

461 

（指） 

0 

（独） 

456 

（指） 

0 

（独） 

453 

そ の 他 の 

プラスチック製 

容 器 包 装 

(合計) 

１，１５８ 

(合計) 

１，１４６ 

(合計) 

１，１３６ 

(合計) 

１，１２４ 

(合計) 

１，１１５ 

（指） 

1,158 

（独） 

0 

（指） 

1,146 

（独） 

0 

（指） 

1,136 

（独） 

0 

（指） 

1,124 

（独） 

0 

（指） 

1,115 

（独） 

0 

（指）：指定法人引渡量   （独）：独自処理量 
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9．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包

装リサイクル法第 2条第 6項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 

 

① 『推計を行なう算定手法』は、近年のごみ量が安定傾向にあることから、平成 30年

度～令和 3年度の平均実績値（平均人口原単位）を基に、各年度の人口推計値を乗

じる形で各年度のごみ排出量を予測するものとします。 

 

② 『処理人口』は、10月 1日現在の住民登録数を実績として用います。 

『計画処理人口』は、「宇治市将来人口推計」を参照します。 

なお、宇治市将来人口推計では、2020年（令和 2年）から 5年おきに推計値が示さ

れているため、各年の数値については、線形補間しています。 
（単位：人） 

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

処理人口 187,290 186,095 185,203 183,865 

 

（単位：人） 

項目 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

計画処理人口 180,385 178,928 177,470 175,593 173,724 
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③ 『分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイクル法第 2条

第 6項に規定する主務省令で定める物の量（以下「分別基準適合物量」という。）』

は分別収集して搬入した品目について、選別した後の資源化量を実績として用いま

す。 

（単位：ｔ／年） 

分別基準適合物の種類 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

ス チ ー ル 製 容 器 １３６ １３１ １５３ １３２ 

ア ル ミ 製 容 器 １５１ １６５ １７７ １７４ 

無色のガラス製容器 ２２５ ２３０ ２２１ ２１４ 

茶色のガラス製容器 １９１ ２０３ １９３ １９２ 

そ の 他 の 色 の 

ガ ラ ス 製 容 器 
１０８ １０４ １０８ １０４ 

紙 製 飲 料 容 器 ２６ １５ １７ １４ 

段ボール製容器包装 １，２６５ １，２２３ １，２５７ １，０４８ 

ポリエチレンテレフタ

レート（PET）製容器 
４４２ ４６８ ５０６ ５１３ 

そ の 他 の 

プ ラ ス チ ッ ク 製 

容 器 包 装 

１，１９５ １，１３６ １，２６１ １，１６４ 

   

④ 『分別基準適合物量原単位』を算定します。 

項目 算定式 

分別基準適合物量 

原単位 
『分別基準適合物量』÷『処理人口』÷３６５（３６６）日 

 

⑤ 『分別基準適合物量の見込み』を算定します。 

項目 算定式 

分別基準適合物量の 

見込み 
『分別基準適合物量原単位』×『計画処理人口』×３６５（３６６）日 
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10．分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第 8条第 2項第 5号） 

 

 本市から排出される容器包装廃棄物に関し、分別収集を実施する者（主体）は、下表

のとおりとする。 

 

容器包装廃棄物の 

種類 

収集に係る 

分別の区分 
収集・運搬段階 選別・保管等段階 

金 

属 

スチール製容器 

缶 
市直営及び委託業者によ

る定期収集 

城南衛生管理組合 
 

社会福祉施設 
ア ル ミ 製 容 器 

ガ 

ラ 

ス 

無色のガラス製 

容 器 

びん 
市直営及び委託業者によ

る定期収集 
城南衛生管理組合 

茶色のガラス製 

容 器 

そ の 他 の 色 の 

ガ ラ ス 製 容 器 

紙 

類 

紙 製 飲 料 容 器 紙パック 市による拠点収集 社会福祉施設 

段 ボ ー ル 製 

容 器 包 装 
段ボール 

自治会等による集団回収 

 

市直営及び委託業者によ

る定期収集 

古紙回収業者 

 

委託業者ストックヤード 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ポ リ エ チ レ ン 

テレフタレート

（PET）製容器 

ペットボトル 
市直営及び委託業者によ

る定期収集 
城南衛生管理組合 

そ の 他 の 

プラスチック製 

容 器 包 装 

プラマーク 市直営による定期収集 城南衛生管理組合 
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11．分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第 8条第 2項第 6 号） 

 

 缶、びん及びペットボトルについては、本市を含めた３市３町で構成する城南衛生管

理組合エコ・ポート長谷山において、中間処理（選別・圧縮・保管）を行ないます。ま

た、缶及び紙パックについては、社会福祉施設も併用します。段ボールについては、宇

治市古紙ストックヤード及び古紙回収業者施設で保管します。 

 分別収集の用に供する施設計画は以下に示します。 

 

容器包装廃棄物の 

種類 

収集に係る 

分別の区分 
排出容器 収集車輌 中間処理施設 

金 

属 

スチール製容器 

缶 袋 2tパッカー車 

城南衛生管理組合 

 

社会福祉施設 
ア ル ミ 製 容 器 

ガ 

ラ 

ス 

無色のガラス製 

容 器 

びん 袋 2t平ボディ車 城南衛生管理組合 
茶色のガラス製 

容 器 

そ の 他 の 色 の 

ガ ラ ス 製 容 器 

紙 

類 

紙 製 飲 料 容 器 紙パック 拠点回収箱 2t平ボディ車 社会福祉施設 

段 ボ ー ル 製 

容 器 包 装 
段ボール 紐 2t平ボディ車 

古紙回収業者 

 

古紙ストックヤード 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ポ リ エ チ レ ン 

テレフタレート 

（PET）製容器 

ペットボトル 袋 2tパッカー車 城南衛生管理組合 

そ の 他 の 

プラスチック製 

容 器 包 装 

プラマーク 袋 2tパッカー車 城南衛生管理組合 
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〈分別収集に使用する施設などの計画（排出段階）〉 
 

種 別 
収集に係る 

分別の区分 
仕 様 

管理 

主体等 
参考欄 

1.排出容器     

1.1 

袋 
缶 

びん 

ペットボトル 

プラマーク 

（仕様） 

指定袋（透明もしくは白の半透明）、

ただしサイズ等については指定しな

い。 

市
民 

 

1.2 

拠点回収箱 
紙パック 

（仕様） 

容量：90㍑ 
市  

1.3 

紐 
段ボール 

（仕様） 

丈夫なもの。 
市
民 

 

2.集積場所     

2.1 

ステーション収集 
缶 

びん 

ペットボトル 

プラマーク 

段ボール 

従来の一般ごみステーション（市内約

5,900箇所）を利用する。 
市
民 

 

2.2 

拠点回収 

 
紙パック 

公共施設等（61箇所）に回収箱を設置

する。 
市  

2.3 

戸別収集及び 

拠点収集 
段ボール 

自治会等と古紙回収業者の契約によ

り集積場所を定める。 
市
民 
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〈分別収集に使用する施設などの計画（収集運搬段階）〉 
 

種 別 
収集に係る 

分別の区分 
仕 様 

管理 

主体等 
参考欄 

1.収集車輌     

1.1 

2tパッカー車 

 

 缶 
（仕様） 

形式：最大積載量 2,000㎏ 

市
・
委
託
業
者 

もえるごみの

収集に使用し

て い る パ ッ

カー車の一部

を共用する。 

ペットボトル 
（仕様） 

形式：最大積載量 2,000㎏ 

委
託
業
者 

山間部につい

ては、市直営

で収集する。 

プラマーク 
（仕様） 

形式：最大積載量 2,000㎏ 
市  

1.2 

2t平ボディ車 

 びん 
（仕様） 

形式：最大積載量 2,000㎏ 

委
託
業
者 

山間部につい

ては、市直営

で収集する。 

段ボール 
（仕様） 

形式：最大積載量 2,000㎏ 

委
託
業
者 

 

紙パック 

ペットボトル（山間部） 

びん（山間部） 

プラマーク 

（仕様） 

形式：最大積載量 2,000㎏ 
市  

1.3 

2t平ボディ車 

段ボール 
（仕様） 

形式：最大積載量 2,000㎏ 

委
託
業
者 

 

※ 宇治市ふれあい収集（ごみ収集福祉サービス）は別に定める。  



13 

〈分別収集に使用する施設などの計画（中間処理段階）〉 
 

種 別 
収集に係る 

分別の区分 
仕 様 

管理 

主体等 
参考欄 

1.中間処理施設     

1.1 

リサイクルプラザ 

①選別・圧縮設備 

  

 

缶 

（仕様） 

主要機器：破袋機、除袋機

ベルトコンベア、磁力選別

機、アルミ選別機、圧縮成

型機 

能力：10.82t/日 

城 

南 

衛 

生 

管 

理 

組 

合 

エコ・ポー

ト長谷山 

平成１０年

度供用開始 
びん 

（仕様） 

主要機器：破袋機、除袋機

ベルトコンベア 

能力：29.42t/日 

ペットボトル 

（仕様） 

主要機器：破袋機、ベルト

コンベア、圧縮成型機 

能力：6.00t/日 

1.2 

リサイクルセンター 

①選別・圧縮設備 
プラマーク 

（仕様） 

主要機器：ベルトコンベア、

手選別、選別機、圧縮梱包

器、破袋機 

能力：17t/5h 

城
南
衛
生
管
理
組
合 

リサイクル

センター長

谷山 

平成２７年

度供用開始 

1.3 

社会福祉施設 

 

 

  

 

缶 

選別設備 

圧縮設備 

ストックヤード 

（設備内容） 

分別収集された缶類をス

チール缶及びアルミ缶に選

別後、圧縮する。 

社
会
福
祉
法
人 

 

紙パック 保管のみ 

社
会
福
祉
法
人 

 

1.4 

古紙回収業者の施設 

 

古紙回収集積場ス

トックヤード 

段ボール 

ストックヤード 

（設備内容） 

収集されたダンボールを保

管する。 

古
紙
回
収
業
者 
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12．その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

 

 

 分別収集計画がより実効性のあるものとするため、以下の取り組みを実施します。 

 

① 古紙回収事業の推進 

自治会等の地域団体による、古紙及び古布の集団回収事業を推進します。また、

さらなるもえるごみの減量につなげるため、雑紙類の回収が進むように努めます。 

 

② 普及啓発活動 

   分別収集の徹底・周知のため、以下の取り組みを推進します。 

• ポスター・チラシ・冊子等の配布及び掲示 

• 広報誌（市政だより）等による広報 

• インターネットによる広報（宇治市ホームページ） 

• 住民説明会の実施（自治会・町内会及び各種団体） 

• マスメディアによる広報（地方紙、ＦＭうじ等） 

• 排出事業者、流通事業者への指導と普及 

• 環境教育の実施（小学校・中学校・幼稚園・保育園） 

 

③ 審議会の設置 

一般廃棄物の減量等に関する事項について、学識経験者・市民・事業者等の意見

を取り入れるため、「宇治市廃棄物減量等推進審議会」を設置します。 
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